




An Examination of Social Participation in community Business 








































































































































































































































































































































































































































































































時レクリエーション（平成 19年 9月 14日の内容：豆腐を使ったドーナツづくり）、11
時～ 12時 30分座談会（平成 19年 9月 14日の内容：今週のテーマ『私の息抜き』）、13












































































行っている。開校期間は、5月中旬から 11月中旬であり、年 10回として年間 7回以上出
席した人に、次のような証書を授与する。終了期間、1年で努力証書、4年で修了証書、
6年で修士証書、8年で博士の称号、12年で大学院修了証授与される。
　関係職員による聞き取り調査では、以下のような回答が得られた。1986年にスタート
し、18年度は 145名在籍しており、内男性は 22名であった。現在、開講している主な
コースは、民謡、踊り、郷土史、書道、陶芸、茶道、園芸、詩吟、料理のコースに分かれ
る。その中で、人気の講座は、郷土史 67名が受講している。その理由として、受講内容
に旅行が含まれており、それを楽しみにしている住民が多いことである。次に人気のある
講座は、民謡クラブ 40名、踊りと続く。受講期間は、12年で大学院修了の称号が与えら
れる。問題点として、ほとんどのコースで、自分達の仲間ばかりで組織し他のものを受け
入れない排他的傾向がある。また、性差でみると圧倒的に女性の参加者が大部分を占め
る。唯一男性が興味を示し参加者が多い講座は、「郷土史」である。しかし、受講者から
は、コース全体に内容がマンネリ化していると指摘され活動内容に苦慮している。自治体
も、これまでコースの増設や受講内容の充実など、受講生のニーズに対応するよう努力し
てきている。しかし、毎年の受講生が同じ顔ぶれが変わらないことで活動に中身を自治体
職員が中心になって考えていくことに限界がきている。本来の目的は、何年も来られてい
る受講生の中からリーダーとなる人が出てきて、その人中心に独立したグループになって
もらうことが自治体のねらいであり願い出でもあったが、住民の主体性は弱く、自治体へ
の依存度は変わらず強い状態である。この町の社会参加・事業については、社会福祉協議
会の「介護予防事業」活動、社会教育の「町民大学」等のプログラムの活動内容やプログ
ラムの選択肢が少ないなど住民からの指摘を受けているが、私が見る限りでは、他の同じ
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ような町に比べ少ない職員で非常に良くやっているという感想を持っている。しかし、ど
ちらの事業も男性が興味を持てる内容ではなく、実際女性の参加者が多いことは問題であ
り改善していかなければならない点である。この町の現状として、まず職員で実施可能な
ものを考え、それを実施する。その中で参加している参加者のニーズを把握しながら今後
に生かそうとしている。その意味では、職員がプログラム計画・立案や実施等で頑張って
いるが一部職員の体力的精神的限界にきていることも心配な点である。
7　老人クラブ
　町内の老人クラブの数は、7つの行政区で 14クラブが活動している。また、その役職
は、連合会長、副会長、幹事（事務局）社会福祉協議会、女性委員長、女性副委員長、監
事等で組織される。年会費は、全クラブ 1000円である。会員数 775名（男性：300名、
女性：475名　平成 18年度実績）。65歳以上は、全員が強制加入する仕組みになってい
る。しかし、近年会費は払っても活動には参加しない高齢者が増えてきている。昭和 46
年の『過疎移転政策』で住居を移動し現在住んでいる地区ではなく、昔住んでいた地区の
老人クラブの旧居住区に登録しているものも多く、居住地区の老人クラブと交流がない者
も多く問題になっている。老人クラブの活動内容は各地区に任せられているが特に大きな
特徴はない。地区の老人クラブや婦人会等のリーダーが変わると内容が一変する傾向があ
り、また会長が長期在職の場合、内容がマンネリ化または不活動になっているケースが
多々見られる。町の社会福祉協議会としては、会長の若返りを図り活動を活性化させたい
と考えているがなかなかうまくいっていないのが現状である。会長が長期になると、数年
後は会長の仲良しグループだけの組織になってしまい活動が鈍化していくことになる。活
動の内容は、社会福祉協議会は把握しておらず、指導もしていない。よって、各地区の老
人クラブの会長の力量により活動の差が生じている。これは活動の内容・推進をリーダー
に一任していることが原因であり、そうなると地区の活動は安定性を欠いてしまう恐れが
ある。その意味では、活動の一定の方向性については、リーダーに一任するのではなく、
ある程度自治体が介入し支援・指導を行う、また学識経験者の意見を取り入れるなどし
て、リーダーマニュアルを作成し、誰もがリーダーになれることが必要だと考える。そう
することが、各地区の活性化やリーダーシップの育成につながり、多くの住民が地域に参
加できるまちづくり、そして個々の QOLに大いに寄与できるまちづくりが実践できると
考える。
Ⅵ　まとめ
　秋田大学医学部公衆衛生学講座の研究によると、秋田県内の年齢別に人口構成からみた
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自殺者の割合は、都市部よりも農村部で高いことが明らかになっている。また、他の調査
でも、男性の場合は医師数の少ない地域ほど、女性は同居家族がいる高齢者が多い地域ほ
ど、それぞれ高い傾向が見られる。このような高齢者の生活の問題は、A町にも大いに
あてはまる事実であり、今回の聞き取り調査でも、この町では、親族・友人で自殺をして
ない人を探すほうが難しいくらい多くの人が関わっているということだった。高齢者の自
殺が高ければ、将来的にも自殺者が増えていくといわれており、その意味でもこのような
事情を抱える地域では、自治体の地域住民への関わり方が大変重要になってくる。過疎山
村における地域づくりにとって必要なのは、住民の交流・活動の活発化、地域への愛着心
の深まり、福祉の充実、そして地域産業の活性化等の総合的な努力の継続である。そのと
き、地域の自然とのふれあい、地域資源の見直し、地域の再認識・再評価といった地域意
識の変革が大きな要件になっているように考えられる。そしてこれらが住民の継続的な諸
活動＝生涯学習として統合される必要がある。つまり、社会参加事業と生涯学習は目的と
して同一方向にあるものであり、非常に幅の広い地域課題を解決するための住民の活動で
ある。とするならば、過疎山村における社会参加活動のためには、住民の諸活動を地域課
題の解決の場面と方法として縦横に関連させ体系化し、次への展開をはかるための情報提
供や協力、援助を容易にするシステムの構築が求められるのではないだろうか。
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